
コンクリートのブリーディングを測定する試験の簡素化に関する基礎的研究 

 
広島工業大学 フェロー ○十河 茂幸 
ピーエス三菱株式会社   住吉 大樹 
広成建設株式会社      北野恵多 

 
１．はじめに 

 近年、コンクリートの打込み後に生じるブリー

ディングに起因する不具合が頻発している。ブリー

ディングの発生を抑制するには、使用材料と配合の

適正化が必要であり、製造時にさかのぼる検討が必

要である。しかし、JIS A 5308 に規定されるレディ

ーミクストコンクリートを使用する場合には、ブリ

ーディング率（あるいは量）の指定ができないのが

実状である。その要因の一つには、ブリーディング

を評価する際に規準となる JIS A 1123の試験が労力

と時間を要することと、施工現場の環境温度で結果

が変化することから、受け入れ検査に不向きである

ためと考えられている。 

そこで、JISの定められている容器を小さくし、作

業を簡易化することを考え、さらに容器を傾斜後に

振動を与えてしまう可能性がある点で、その際の振

動の影響を把握することを実験で確かめることとし

た。 

  

２．実験概要 

対象としたコンクリートは、水セメント比が 55％
の普通コンクリートとした。骨材は、砕砂のみの場

合と、砕砂に石灰砕砂を混合使用した場合を選択し

た。前者をシリーズⅠ、後者をシリーズⅡとした。

使用材料を表-１に示す。また、シリーズⅠのコンク

リートの配合を表-２に、シリーズⅡのコンクリート

の配合を表-３に示す。 
 ブリーディングを測定する容器の大きさは、JIS
で規定されているφ250×285 ㎜を基準とし、直径を

小さくしたφ200×285 ㎜、φ150×300 ㎜を用いた。

試料の高さはいずれも 255 ㎜とした。表-４に実験の

組み合わせを示す。なお、振動の影響を把握するた

めの実験の組み合わせを表-５に示す。振動の大きさ

を簡易に評価できる方法として落下高さを選定し、

傾斜したときの影響を把握するために傾きも変化さ

せた。 

 

表-１ 使用材料 

表-２ シリーズⅠの配合 

表-３ シリーズⅡの配合 

表-４ 容器の直径を比較した実験の組み合わせ  

略号 
容器の大きさ 

（試料の高さ）mm 
配合の種類 

250‐Ⅰ φ250×285（255） 
シリーズⅠ 200‐Ⅰ φ200×285（255） 

150‐Ⅰ φ150×300（255） 
250－Ⅱ φ250×285（255） 

シリーズⅡ 200－Ⅱ φ200×285（255） 
150－Ⅱ φ150×300（255） 
表-５ 振動の大きさを比較した実験の組み合わせ  

略名 振動の大きさ 骨材の種類

なし‐Ⅰ なし

強‐Ⅰ 5ｃｍの高さから落とす

弱‐Ⅰ １ｃｍの高さから落とす

なし‐Ⅱ なし

強‐Ⅱ ５ｃｍの高さから落とす

シリーズⅠ

ブロックの高さを8ｃｍにし、振
動を与えないように置く

シリーズⅡ

高さ8cm‐Ⅱ

W C S1 G1 G2 SV10 AE剤
55 48 170 309 888 631 336 0.12 0.21

単位量(kg/㎥)
W/C(%)s/a(%)

W C S1 S2 G1 G2 SV10 AE剤
55 48 158 288 626 267 643 348 0.23 0.25

W/C(%)s/a(%)
単位量(kg/㎥)



 
３．実験結果および考察 

（１）ブリーディング試験に及ぼす容器寸法の影響 
 図-１および図-２にシリーズⅠおよびシリーズⅡ

の最終ブリーディング率をそれぞれ比較して示す。

測定は同一材料、配合の同一バッチで 2回行い、測

定のバラツキも確認した。 

シリーズⅠは比較的ブリーディング率の大きい場

合であり、容器直径 200㎜の場合にやや大きく、容

器直径 150㎜の場合は JISに示される容器の場合と

ほぼ同等であった。シリーズⅡは、比較的ブリーデ

ィング率が小さい場合であり、容器の直径に大きな

差が認められず、むしろ JISに規定される容器の場

合のバラツキが大きかった。以上の結果、容器の直

径を 150㎜程度まで小さくしても、ブリーディング

率が５％程度のコンクリートであれば、大きな結果

の差にならないことが明らかとなった。 

（２）ブリーディング試験における振動の影響 
ブリーディングの測定時の振動により、凝結時間

やブリーディング量の測定に影響を与える可能性が

あるため、振動の影響を調査した結果を図-３および

図-４に示す。 

振動を与えることで、シリーズⅠでは測定結果が

大きくなる傾向を示し、シリーズⅡでは軽度の振動

では影響されない結果であるが、ともに振動は測定

結果に影響し、測定時の配慮が必要であることが再

認識できた。 

 

４．まとめ 
 この研究で以下のことが明らかとなった。 
（１）容器の直径を 150 ㎜としても、ブリーディン

グ率５％程度のコンクリートの評価は十分可能であ

る。なお、今回の試験では、ブリキ製の簡易型枠を

用いたので、終了時にそのまま廃棄することが可能

となり、容器からの試料の除去の手間も削減できた。 

（２）試験時の振動は、ブリーディングの測定結果

に影響を与えるため、凝結に影響するような振動を

避ける必要がある。 
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図-１ 最終ブリーディング率 

（シリーズⅠ・容器直径の影響）  

図-２ 最終ブリーディング率 

（シリーズⅡ・容器直径の影響） 

図-３ 最終ブリーディング率  
（振動の影響・シリーズⅠ） 

図-４ 最終ブリーディング率  
（振動の影響・シリーズⅡ） 


